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「こんな学校だったらいいな」「こんな先生が好きです」

「未 来 の 教 育 は こ ん な ふ う に な っ た ら い い の に」な ど、

みなさんの思いをきかせてください。「こんな学校だったらいいな」「こんな先生が好きです」

「未 来 の 教 育 は こ ん な ふ う に な っ た ら い い の に」な ど、

みなさんの思いをきかせてください。
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一般社団法人国立大学協会 ����年度大学改革シンポジウム



近年、教員不足の解消に向けて、教員の働き方改革や部活動の地域移行、教員採用試験の前倒しや教育
実習の見直しなど、様々な制度改革が「大人の視点」によって進められています。その一方で、令和�年
�月に成立し、令和�年�月に施行された「こども基本法」では、こども・若者が、社会や保護者の支え
を受けながら、意見表明と自己決定、権利の主体として意見形成・意見表明・社会参画ができることを
目指しています。そこで、国立教員養成大学として本学が果たすべき役割は、これまで、「大人の視点」
で進められてきた一連の取組について、「こどもの視点」から問い直すことで、教育のよりよい未来を
こどもと社会全体で共創することであると考えました。本シンポジウムにおいて、こどもたちの声を
聴き、こどもたちの思いを生かした教育とは、学校とは、教師の仕事とは、どのようなものなのかを問い、
こどもたちと共に語り合うことを通して教職の魅力を共に創る場づくりを行うことで、国立大学の役割
について社会理解を増進します。
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教育未来館

　こどもの声を聴き、こどもの思いを生かした教育とは、
学校とは、教師の仕事とは、どのようなものなのかを問い、
小中高大学生、教職員や保護者、地域の人々と語り合う。


